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総人口：10,589人

高齢者人口：3,302人

後期高齢者人口：1,922人 平成29年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）（総計）

高齢化率：31.1％

後期高齢者割合：18.1％

要介護・要支援認定者数：697人 厚生労働省「介護保険事業状況報告」（H29.1月月報）

要介護認定率： 21.1％

地域包括支援センター数：1箇所（委託）

職員数 ： ４

職種 ： 保健師 １、主任介護支援専門員 １、社会福祉士 １、事務補助 １

第6期介護保険料：5,560円

福島県小野町
基礎データ



『地域づくり講演会の開催』『地域づくり講演会の開催』
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総合事業

○ 実施しているサービスについて （移行時期：平成28年1月）

□ 訪問型サービスB

□ 通所型サービスB

郡山医療生活協同組合が組合員向けに行っていたものを、
平成26年に町の単独事業として委託することとした。

平成28年1月、新総合事業への移行に伴い、通所型サービスB
として位置づけた。

なお、町の委託事業となってからは、組合員限定とはしていない。
運営は医療生協組合員のボランティアスタッフが行っている。
もともとは男性高齢者の閉じこもり予防が目的であった。

組合員限定ではない。

概 況

経緯

3

訪問B

サービス内容
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通所B
サービス内容
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今年度実施予定
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参考 ： 医療生協機関誌
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□ 一般介護予防事業 地域介護予防活動支援事業

一昨年から、行政区単位で介護予防活動

（通いの場「元気がーい」）を開催している。

現在は町内27行政区のうち13区で開催している。

町では立ち上げの補助を行っており、運営費の補助はしていない。

立ち上げ後は町社協が支援している。
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○ 総合事業を実施したことによる効果

・ 見守りを兼ねるなど地域との繋がりが見えてきている。

・ 客観的データは出していないが、利用者本人の主観的
健康感は向上している。

・ 運営は医療生協組合員のボランティアスタッフが行っており
平均年齢が70歳台であるが、支え手として元気に活動している。
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おわり

福島県小野町


